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１．5 個のプラスチック製のコップＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅに，同じ濃度のうす

い塩酸を 30cm3ずつ入れてコップ全体の質量をそれぞれはかったところ，

すべて 53.5g であった。これらのコップの中に，炭酸水素ナトリウムを

それぞれ 1.0g，2.0g，3.0g，4.0g，5.0g 加えたところ，気体が発生した。

気体の発生が終わった後，コップ全体の質量をそれぞれはかった。表は，

加えた炭酸水素ナトリウムの質量と気体の発生が終わった後のコップ全

体の質量についてまとめたものである。なお，発生した気体の一部は水

に溶けるが，水に溶けた気体の質量は無視できるものとする。 

 

⑴ コップＥで発生した気体の質量は何ｇか。 

 

⑵ この実験で発生した気体と同じ種類の気体を発生させることができるのはどの方法か。最も適当なものを，次のアからエまでの中から選

んで記号で答えよ。 

 

ア 酸化銀を加熱する。                      イ 亜鉛にうすい塩酸を加える。 

ウ 塩化アンモニウムと水酸化ナトリウムの混合物を加熱する。    エ 酸化銅と炭素の混合物を加熱する。 

 

⑶ この実験で用いたうすい塩酸 20cm3の中に，炭酸水素ナトリウム 2.5ｇを加えると，何ｇの気体が発生するか。 

 

 

 

⑷ Ｃのビーカーを十分に加熱して水を蒸発させたところ，白い固体が残った。この固体は何か。最も適当なものを，次のアからエまでの中

から選んで記号で答えよ。 

 

ア 炭酸水素ナトリウム   イ 炭酸ナトリウム   ウ 塩化ナトリウム   エ 水酸化ナトリウム 

 

 

 

２．次の【実験１】,【実験２】を行った。次の問いに答えよ。 

 

【実験１】図１のように，鉄粉１４ｇと硫黄の粉末８ｇを乳鉢でよく混ぜて，２本の試験管Ａ,

Ｂにそれぞれ半分ずつ入れた。試験管Ａはそのままにして，試験管Ｂだけを図２のよう

にガスバーナーで加熱した。一部が赤熱したところで加熱を止めたが，反応はそのまま

続き，過不足なく反応して全体が黒色に変化した。 

【実験２】加熱した試験管が冷えた後で，試験管Ａ,Ｂそれぞれに塩酸を加えたところ，どちら

の試験管からも気体が発生した。 

 

⑴ 【実験１】で，火を止めても反応が続いたのはなぜか。最も適当なものをアからエから選び，

そのかな符号を書け。 

  

   ア どんな化学変化でも，反応がはじまってしまえば最後まで進むものだから。 

イ 鉄と硫黄が，ガスバーナーの火が消されたことに気付かなかったから。 

ウ 鉄粉と硫黄が化合するときに熱を吸収し，吸収した熱で反応が進むから。 

エ 鉄粉と硫黄が化合するときに熱が発生し，発生した熱で反応が進むから。 

 

⑵ 鉄と硫黄について述べた文として，最も適当なものをアからクから選び，そのかな符号を書け。 

 

  ア 鉄は分子を作っており，鉄も硫黄も両方とも単体である。   イ 鉄は分子を作っておらず，鉄も硫黄も両方とも単体である。 

  ウ 鉄は分子を作っており，鉄は単体で硫黄は化合物である。   エ 鉄は分子を作っておらず，鉄は単体で硫黄は化合物である。 

  オ 鉄は分子を作っており，鉄は化合物で硫黄は単体である。   カ 鉄は分子を作っておらず，鉄は化合物で硫黄は単体である。 

キ 鉄は分子を作っており，鉄も硫黄も両方とも化合物である。  ク 鉄は分子を作っておらず，鉄も硫黄も両方とも化合物である。 

 

⑶ 鉄粉３.５ｇと硫黄２.５ｇを乳鉢で良く混ぜた後，試験管に移し加熱したところ，完全には反応しなかった。どちらが何ｇ残ったか。 

  

 

コップ 

加えた炭酸水

素ナトリウム

の質量 

気体の発生が終わっ

た後のコップ全体の

質量 

Ａ 1.0ｇ 54.0ｇ 

Ｂ 2.0ｇ 54.5ｇ 

Ｃ 3.0ｇ 55.0ｇ 

Ｄ 4.0ｇ 56.0ｇ 

Ｅ 5.0ｇ 57.0ｇ 

表 
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⑷ 【実験２】の試験管Ａ,Ｂからそれぞれ発生した気体と同じ気体を発生させたい。下の①から④までの発生方法のうち，どの方法で発生

させることができるか。組み合わせとして最も適当なものをアからケから選び，そのかな符号を書け。 

  

     ① 二酸化マンガンにオキシドールを加える。 ② 石灰石に塩酸を加える。 

③ 亜鉛に塩酸を加える。          ④ 硫黄を酸素の中で燃焼させる。 

 

ア 試験管Ａから発生した気体は①で発生し，試験管Ｂから発生した気体は③で発生する。 

  イ 試験管Ａから発生した気体は②で発生し，試験管Ｂから発生した気体は④で発生する。 

  ウ 試験管Ａから発生した気体は③で発生し，試験管Ｂから発生した気体は④で発生する。 

エ 試験管Ａから発生した気体は④で発生し，試験管Ｂから発生した気体は③で発生する。 

オ 試験管Ａから発生した気体は②で発生するが，試験管Ｂから発生した気体は①～④の方法では発生しない。 

カ 試験管Ａから発生した気体は③で発生するが，試験管Ｂから発生した気体は①～④の方法では発生しない。 

キ 試験管Ａから発生した気体は①～④の方法では発生しないが，試験管Ｂから発生した気体は①の方法で発生する。 

ク 試験管Ａから発生した気体は①～④の方法では発生しないが，試験管Ｂから発生した気体は④の方法で発生する。 

ケ 試験管Ａから発生した気体も，試験管Ｂから発生した気体も①～④の方法では発生しない。 

 

 

 

 

３．気体Ａ～Ｅがそれぞれ入った５種類のスプレー缶がある。気体Ａ～Ｅは，酸素，水素，二酸化炭素，塩素，アンモニアの５種類のいずれか

が入っている。この５種類の気体を用いて，次の実験を行った。 

 

【実験１】空気中に少量噴射して，手であおぐようにしてにおいをかいだところ，気体ＡとＤは刺激臭があった。 

【実験２】緑色のＢＴＢ液を試験管にとり，スプレー缶の気体Ａ～Ｅをそれぞれストローを用いてＢＴＢ液の中に噴射したところ，

気体Ａを噴射したものはＢＴＢ液が青色に変化し，気体ＤとＥを噴射したものは黄色に変化した。気体ＢとＣでは変化がな

かった。 

【実験３】気体Ａ～Ｅがそれぞれ入った試験管に火のついた線香を入れたところ，気体Ｂでは線香が炎を上げて激しく燃え，気体Ｃ

では音をたてて気体が燃えた。 

【実験４】それぞれの気体を水に溶かしたところ，気体ＡとＤはよく溶け，気体Ｅは少し溶けた。気体ＢとＣはほとんど溶けなかっ

た。 

【実験５】【実験４】で気体ＡとＥを溶かした水溶液を試験管にそれぞれとり，片方の試験管に混ぜ合わせたところ，液体の温度が上

がった。 

 

⑴ 水上置換法で集めるのに適している気体の組み合わせとして最も適当なものを，次のアからオまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 

 

  ア ＡとＤ    イ ＡとＢ    ウ ＢとＣ    エ ＣとＤ    オ ＤとＥ 

 

⑵ 気体Ｅと同じ気体を発生させる方法として適当なものを，次のアからクまでの中からすべて選んで，そのかな符号を書け。 

 

  ア 亜鉛に塩酸を加える。                    イ 石灰石に塩酸を加える。 

  ウ 炭酸水素ナトリウムを加熱する。               エ 酸化銀を加熱する。 

  オ 炭酸水素ナトリウムに塩酸を加える。             カ 酸化銅と炭素を混ぜて加熱する。 

  キ 二酸化マンガンに過酸化水素水（オキシドール）を加える。   ク 塩化アンモニウムと水酸化ナトリウムに水を加える。 

   

⑶ 気体Ｄの性質について述べた文として最も適当なものを，次のアからエまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 

 

  ア オゾン層の破壊の原因になっている。        イ 無色透明で，地球温暖化の原因になっている。 

  ウ 無色透明で，主に酸性雨の原因になっている。    エ 黄緑色の気体で，漂白作用や殺菌作用がある。 

 

⑷ 【実験５】で液体の温度が上がったのは，化学変化が起こったためである。何という化学変化か。 
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図 

４．次の【実験】を行った。 

 

【実験】酸化銅の粉末８ｇと炭素の粉末を試験管Ａに入れ，図のような装置を用いて加

熱し，残った物質の質量を測った。 

      この実験を炭素の粉末の量を変えて繰り返し行い，その実験結果を表にまとめ

た。このとき，炭素の粉末を 0.6ｇ混ぜて加熱をしたときのみ，試験管Ａには１種

類の物質しか残らなかった。 
 

炭素の粉末の質量（ｇ） 0.3 0.6 0.9 1.2 1.5 

試験管Ａに残った物質の質量（ｇ） 7.2 6.4 6.7 7.0 7.3 

 

⑴ 上皿てんびんの使い方として最も適当なものを，次のアからエまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 
 

  ア 水平な台の上に置き，指針が目盛りの中央で止まるまで待ってからはかりたいものをのせる。 

  イ はかりたいものをきき手の反対側の皿にのせ，はじめに少し軽いと思われる分銅をきき手側の皿にのせる。 

  ウ 粉末をきまった量だけはかるときは，分銅はきき手の反対側の皿の方にのせ，粉末はきき手側の皿にのせる。 

  エ 使い終わったら，てんびんがつりあった状態にしておく。 

 

⑵ 炭素の粉末を 0.3ｇ混ぜて加熱したとき，試験管Ａに残った物質と試験管Ｂにおける変化として最も適当なものを，次のアからカまでの

中から選んで，そのかな符号を書け。 
 

  ア 試験管Ａには酸化銅と銅が残っており，試験管Ｂでは石灰水に変化は見られなかった。 

  イ 試験管Ａには酸化銅と炭素が残っており，試験管Ｂでは石灰水に変化は見られなかった。 

  ウ 試験管Ａには炭素と銅が残っており，試験管Ｂでは石灰水に変化は見られなかった。 

  エ 試験管Ａには酸化銅と銅が残っており，試験管Ｂでは石灰水が白くにごる変化が見られた。 

  オ 試験管Ａには酸化銅と炭素が残っており，試験管Ｂでは石灰水が白くにごる変化が見られた。 

  カ 試験管Ａには炭素と銅が残っており，試験管Ｂでは石灰水が白くにごる変化が見られた。 

 

⑶ 【実験】と同じ方法で酸化銅の粉末６ｇと炭素の粉末 0.5ｇを加熱したとき，加熱後の試験管Ａに残る物質の質量は何ｇか。 

 

 

 

 

５．図の装置にうすい水酸化ナトリウム水溶液を入れ，電気分解を行った。この電気

分解で陽極（＋極），陰極（－極）のそれぞれから発生した気体の質量を測った。 

 

⑴ 図のように，この装置を利用して電気分解を行うときはピンチコックの操作が

必要になる。この装置にうすい水酸化ナトリウム水溶液を入れてゴム栓をした後，

電流を流し始める前にピンチコックをどのように操作すればよいのかと，その理

由について述べた文として最も適当なものを，次のアからキまでの中から選んで，

そのかな符号を書け。 

 

  ア 気体が発生するとき，うすい水酸化ナトリウム水溶液と比べて体積が増えるので，

発生した気体の一部をＨ字管の外へ逃がすためにピンチコックを外す。 

  イ 気体が発生するとき，うすい水酸化ナトリウム水溶液と比べて体積が増えるので，うすい水酸化ナトリウム水溶液の一部をＨ字管の外

へ逃がすためにピンチコックを外す。 

  ウ 気体が発生するとき，うすい水酸化ナトリウム水溶液と比べて体積が増えるので，うすい水酸化ナトリウム水溶液がＨ字管の外へ出な

いようにピンチコックをつける。 

  エ 気体が発生するとき，うすい水酸化ナトリウム水溶液と比べて体積が減るので，空気がＨ字管の中へ入ってこないようにピンチコック

をつける。 

  オ 気体が発生するとき，うすい水酸化ナトリウム水溶液と比べて体積が減るので，うすい水酸化ナトリウム水溶液の一部をＨ字管の外へ

逃がすためにピンチコックを外す。 

  カ 気体が発生するとき，うすい水酸化ナトリウム水溶液と比べて体積が減るので，うすい水酸化ナトリウム水溶液がＨ字管の外へ出ない

ようにピンチコックをつける。 

  キ うすい水酸化ナトリウム水溶液は電流が流れないので，Ｈ字管の外の空気と触れさせることで電流を流れやすくするためにピンチコッ

クを外す。 

電源装置 

図 

陽極（＋極） 

陰極（－極） 

うすい水酸化ナ
トリウム水溶液 

ピンチコック 

Ｈ字管 

ゴム栓 



- 4 - 

⑵ 図の装置内で行われる化学変化を表した化学反応式を書け。 

 

 

⑶ 陰極（－極）から発生した気体が 0.10ｇのとき，陽極（＋極）から発生した気体の質量は何ｇか。ただし，酸素原子１個の質量は，水

素原子１個の質量の 16 倍とする。 

 

 

 

 

 

６．図のように，うすい水酸化ナトリウム水溶液にうすい塩酸を少量ずつ加えていったところ，混合液の温度が

上昇し，発熱反応であることが分かった。次の問いに答えよ。 

 

⑴ この実験で起こっている化学変化を何というか。 

 

⑵ この実験の化学反応式を書け。 

 

 

⑶ 次のＡからＤの化学変化の中から，この実験と同じように，発熱する変化の組み合わせとして，適当なものを次のアからクから選べ。 

 

    Ａ 鉄粉と硫黄の混合物を加熱し，硫化鉄をつくった。 

Ｂ 鉄粉に活性炭を加え，少量の食塩水を加え，カイロをつくった。 

Ｃ 塩化アンモニウムと水酸化バリウムに水を加え，アンモニアを発生させた。 

Ｄ うすい硫酸とうすい水酸化バリウム水溶液を混ぜたところ，硫酸バリウムの白い沈殿ができた。 

 

ア Ａ,Ｂ,Ｃ    イ Ａ,Ｂ,Ｄ    ウ Ａ,Ｃ,Ｄ    エ Ｂ,Ｃ,Ｄ    

オ Ａ,Ｂ      カ Ａ,Ｄ      キ Ｂ,Ｄ       ク Ｂ,Ｃ 

 

⑷ うすい塩酸を加えた後，ＢＴＢ液を加えたところ，青色になった。この混合液を少量，蒸発皿にとって加熱すると，白色の固体が残った。

この固体について述べた文として，適当なものを次のアからエから選べ。 

 

ア 残った白色の固体は，塩化ナトリウムである。            イ 残った白色の固体は，水酸化ナトリウムである。 

ウ 残った白色の固体は，塩化ナトリウムと水酸化ナトリウムである    エ 残った白色の固体は，塩化水素と塩化ナトリウムである。 

 

 

７．うすい塩酸と水酸化ナトリウム水溶液がある。この２つの水溶液を下の表に示す量で混ぜ合わせ,ＡからＥの５種類の水溶液をつくった。

ＡからＥの水溶液それぞれＢＴＢ溶液を加えて色の変化を調べたら,Ｄの水溶液だけが緑色であった。次の問いに答えよ。 

    表 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

うすい塩酸（㎤） 20 20 20 20 20 

水酸化ナトリウム水溶液（㎤） 4 8 12 16 20 

 

この実験で用いたうすい塩酸 38 ㎤と水酸化ナトリウム水溶液 30 ㎤を混ぜ合わせたときの結果について述べた文として,最も適当なものを

次のアからカから選び,記号で答えよ。 

 

  ア ＢＴＢ溶液を入れると黄色になり,その溶液を加熱して水を蒸発させると食塩が残る。 

  イ ＢＴＢ溶液を入れると黄色になり,その溶液を加熱して水を蒸発させると水酸化ナトリウムが残る。 

  ウ ＢＴＢ溶液を入れると黄色になり,その溶液を加熱して水を蒸発させると食塩と水酸化ナトリウムが残る。 

  エ ＢＴＢ溶液を入れると青色になり,その溶液を加熱して水を蒸発させると食塩が残る。 

  オ ＢＴＢ溶液を入れると青色になり,その溶液を加熱して水を蒸発させると食塩と水酸化ナトリウムが残る。 

  カ ＢＴＢ溶液を入れると青色になり,その溶液を加熱して水を蒸発させると水酸化ナトリウムが残る。 

  キ ＢＴＢ溶液を入れると緑色になり,その溶液を加熱して水を蒸発させると食塩が残る。 

  ク ＢＴＢ溶液を入れると緑色になり,その溶液を加熱して水を蒸発させると水酸化ナトリウムが残る。 

  ケ ＢＴＢ溶液を入れると緑色になり,その溶液を加熱すると何も残らない。 

 

図 



- 5 - 

図２ 

図 

８．図１のＡ，Ｂ，Ｃは，特徴的な火山の断面を模式的に示したものである。 

 

 

 

 

 ⑴ 図１のＣで示される形をした火山から噴出し，冷えて固まった溶岩の表面のようすとマグマの温度について述べた文として最も適当なも

のを，次のアからエまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 
 

  ア 溶岩の表面はなめらかで，マグマの温度は低い。      イ 溶岩の表面はなめらかで，マグマの温度は高い。 

  ウ 溶岩の表面はごつごつしていて，マグマの温度は低い。   エ 溶岩の表面はごつごつしていて，マグマの温度は高い。 

 

⑵ 図２の火成岩の名称とつくりについて述べた文として最も適当なものを，次のアからエまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 
 

 ア この火成岩は火山岩で，つくりは等粒状組織である。    イ この火成岩は火山岩で，つくりは斑状組織である。 

 ウ この火成岩は深成岩で，つくりは等粒状組織である。    エ この火成岩は深成岩で，つくりは斑状組織である。 

 

⑶ 図２の火成岩はセキエイ，ウンモ，チョウ石の鉱物でできていた。この火成岩の岩石名として最も適当なものを，次のアからエまでの

中から選んで，そのかな符号を書け。 
 

ア 安山岩     イ 花こう岩     ウ 凝灰岩     エ チャート 

 

⑷ 図２の火成岩が白っぽく見える理由として最も適当なものを次のアからエまでの中から選び，そのかな符号を書け。 
 

ア ウンモのような有色鉱物が多いから。          イ ウンモのような無色鉱物が多いから。 

ウ セキエイやチョウ石のような有色鉱物が多いから。    エ セキエイやチョウ石のような無色鉱物が多いから。 

 

 

16．図のように，光学台の上に，電球，矢印の形の穴をあけた板，とつレンズ，スクリーンを並べ，とつレンズを固定した。板ととつレンズと

の距離を 40 ㎝，30 ㎝，15㎝のそれぞれの位置にしたときの，スクリーン上の像のでき方を調べるため，スクリーンを動かした。表は，板と

とつレンズとの距離と，はっきりした像ができたときのとつレンズとスクリーンとの距離を示したものである。 

表   

 実験① 実験② 実験③ 

板と凸レンズとの距離(㎝) 40 30 15 

凸レンズとスクリーンとの距離(㎝) 40 60 
像は 

できない 

 

⑴ この実験に用いたとつレンズの焦点距離は何㎝か。 

 

⑵ 実験①でスクリーンにうつった像について述べた文として，最も適当なものを次のアからエまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 

 

ア うつった像は，板にあけてある矢印の穴の大きさの２倍の大きさである。 

イ うつった像は，板にあけてある矢印の穴の大きさの１.５倍の大きさである。 

ウ うつった像は，板にあけてある矢印の穴の大きさと同じ大きさである。 

エ うつった像は，板にあけてある矢印の穴の大きさの半分の大きさである。 

 

⑶ 実験②でスクリーンにうつった像について述べた文として，最も適当なものを次のアからエまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 

 

ア うつった像は，板にあけてある矢印の穴の大きさの２倍の大きさである。 

イ うつった像は，板にあけてある矢印の穴の大きさの１.５倍の大きさである。 

ウ うつった像は，板にあけてある矢印の穴の大きさと同じ大きさである。 

エ うつった像は，板にあけてある矢印の穴の大きさの半分の大きさである。 

 

⑷ 実験④では，スクリーン上に像はできなかった。このとき，スクリ－ンの方からとつレンズをのぞくと，拡大した像が見えた。この像の

名称を漢字で書け。 

Ａ Ｂ Ｃ 

図１ 



- 6 - 

15．図１のような回路をつくり，導線につないだアルミニウムでできた金属棒を，Ｕ字形磁石の磁界のなかに水平につるした。スイッチを入れ

て電流を流したところ，金属棒が動いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 図１で，金属棒が動いたとき，電圧計は９Ｖ，電流計は２５０mA を示した。電熱線の抵抗は何Ωか。 

 

⑵ 図２で，磁石による磁界の向きは，上，下，左，右，前，後のどれか。 

 

⑶ 図２で，金属棒を流れる電流による磁界の向きは，Ｐ，Ｑ，Ｒ，Ｓのどれか。 

 

⑷ 図２で，金属棒は，上，下，左，右，前，後のどの方向に動くか。 

   

⑸ 図１の電源装置の電圧を一定に保ち，電熱線を次の①から④にかえたら，それぞれの金属棒の動きに違いが見られた。金属棒が動いた距

離の関係を表した式として最も適当なものを次のアからシまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 

 

① 10Ωの電熱線をつないだときの金属棒の動いた距離Ｔ１（㎝） 

② 15Ωの電熱線をつないだときの金属棒の動いた距離Ｔ２（㎝） 

③ 10Ωと 15Ωの電熱線を直列につないだときの金属棒の動いた距離Ｔ３（㎝） 

④ 10Ωと 15Ωの電熱線を並列につないだときの金属棒の動いた距離Ｔ４（㎝） 

 

  ア Ｔ１＝Ｔ２＝Ｔ３＝Ｔ４     イ Ｔ１＝Ｔ２＞Ｔ３＞Ｔ４     ウ Ｔ１＞Ｔ２＞Ｔ３＝Ｔ４ 

エ Ｔ１＝Ｔ２＞Ｔ３＝Ｔ４     オ Ｔ１＜Ｔ２＜Ｔ３＜Ｔ４     カ Ｔ１＝Ｔ２＜Ｔ３＝Ｔ４ 

キ Ｔ３＞Ｔ４＞Ｔ２＞Ｔ１     ク Ｔ３＞Ｔ４＞Ｔ１＞Ｔ２     ケ Ｔ３＞Ｔ１＞Ｔ２＞Ｔ４  

コ Ｔ４＞Ｔ３＞Ｔ２＞Ｔ１     サ Ｔ４＞Ｔ３＞Ｔ１＞Ｔ２     シ Ｔ４＞Ｔ１＞Ｔ２＞Ｔ３  

 

⑹ 電流が磁界から力を受けることを利用してつくられたものはどれか。最も適当なものを次のアからオまでの中から選んで，そのかな符号

を書け。 

 

ア 電球     イ 磁石      ウ モーター     エ 乾電池     オ 発電機 
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